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成
長
の
重
心
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
か
ら
イ
ン
ド
太
平
洋
へ
と
シ

フ
ト
し
、ま
た
、地
球
規
模
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
顕
在
化
す

る
中
で
、商
社
は
貿
易
と
投
資
を
両
輪
に
国
際
的
な
連
携
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
る
。昨
年
度
、日
本
貿
易
会
は
政
策

研
究
大
学
院
大
学
の
篠
田
邦
彦
教
授
を
共
同
研
究
者
に
迎
え
、

市
場
委
員
会
傘
下
に
商
社
９
社
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る「
自
由
で
開

か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋（
F
O
I
P
）の
実
現
に
向
け
た
商
社
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
。本
年
３

月
に
、政
策
支
援
、地
域
の
連
結
性
強
化
、官
民
の
協
働
が
重
要

と
す
る
成
果
を
発
表
し
た
。

成
長
エ
ン
ジ
ン
は
イ
ン
ド
太
平
洋
へ
シ
フ
ト

　

商
社
は
こ
れ
ま
で
成
長
著
し
い
市

場
や
商
品
に
経
営
資
源
を
投
入
し
て

自
ら
の
成
長
に
つ
な
げ
て
き
た
。
特

に
近
年
は
ア
ジ
ア
を
中
心
に
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
を
集
中
的
に
投
入
し
て

き
た
。
海
外
拠
点
の
3
分
の
1
が
ア

ジ
ア
に
位
置
し
、
多
く
の
駐
在
員
や

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
ッ
フ
が
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
商
社
の
重
点
地

域
が
ア
ジ
ア
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余

地
が
な
い
。

　

し
か
し
、
2
0
1
6
年
8
月
に

当
時
の
安
倍
首
相
が
第
６
回
ア
フ

リ
カ
開
発
会
議
（
T
I
C
A
D
）

で
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太

平
洋
（
F
O
I
P
：
F
r
e
e 

a
n
d 

O
p
e
n 

I
n
d
o
-

P
a
c
i
f
i
c
）
戦
略
」
を
提
唱

し
た
よ
う
に
、
世
界
経
済
の
成
長
エ

ン
ジ
ン
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
か
ら
イ
ン

ド
太
平
洋
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
と

み
ら
れ
る
。
F
O
I
P
は
、
特
定
の

国
や
地
域
を
指
す
も
の
で
は
な
い

が
、
仮
に
日
本
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、

豪
州
、
A
S
E
A
N
、
イ
ン
ド
を
併

せ
る
と
、
人
口
25
億
人
、
中
国
も
加

え
る
と
世
界
の
半
分
を
超
え
、
国

内
総
生
産
（
G
D
P
）
で
は
世
界

の
7
割
を
占
め
る
規
模
と
な
る
。

F
O
I
P
の
目
指
す
イ
ン
ド
太
平
洋

に
お
け
る
国
際
秩
序
の
構
築
、
自
由

貿
易
や
航
行
の
自
由
、
法
の
支
配
な

ど
地
域
の
安
定
と
繁
栄
に
向
け
た
取

り
組
み
が
各
国
政
府
に
よ
り
進
め
ら

れ
る
中
、
商
社
は
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を

ど
の
よ
う
に
生
し
て
い
く
べ
き
か
。

3
つ
の
視
点
か
ら
整
理
す
る
。

　

①
商
社
を
取
り
巻
く

　
　

戦
略
環
境
と
課
題

　

米
中
対
立
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
な
ど
経
済
安
全
保
障
面
で
の

対
応
、
人
権
・
環
境
問
題
な
ど
共
通

の
価
値
の
実
現
に
向
け
た
対
応
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
、
通

商
、
技
術
、
デ
ジ
タ
ル
、
イ
ン
フ

ラ
等
の
分
野
に
加
え
て
、
環
境
・

気
候
変
動
、
人
権
等
の
新
分
野
で
の

ル
ー
ル
形
成
・
遵
守
を
進
め
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
商
社
は
、
既
存
の

自
由
貿
易
協
定
（
F
T
A
）
の
活
用

拡
大
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
、
経
済
安

全
保
障
、
グ
リ
ー
ン
、
労
働
・
人
権

等
の
ル
ー
ル
形
成
・
運
営
に
関
す
る

政
府
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
経
済
安
全
保
障
・

人
権
・
グ
リ
ー
ン
等
に
対
応
し
た
官

民
連
携
・
社
内
体
制
構
築
、
重
要
技

術
・
物
資
の
生
産
・
物
流
の
多
元

化
、
質
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
推
進
す

る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

②
商
社
を
取
り
巻
く

　
　

経
済
環
境
と
課
題

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
寸
断
、
新
興
国
の
経
済

停
滞
、
S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
関
連
の
社
会
課
題
の
顕
在

化
な
ど
に
加
え
、
非
接
触
型
技
術
に

よ
る
デ
ジ
タ
ル
経
済
・
社
会
の
拡

大
・
深
化
に
伴
い
デ
ジ
タ
ル
国
家
統

制
社
会
の
リ
ス
ク
拡
大
な
ど
も
起
き

つ
つ
あ
る
。
政
府
は
、
ア
ジ
ア
を
中

心
と
す
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強

じ
ん
化
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
の
強

化
や
政
策
支
援
ツ
ー
ル
の
拡
充
を
進

め
て
い
る
。
商
社
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
強
じ
ん
化
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
創
出
、
イ
ン
フ
ラ
海
外

展
開
モ
デ
ル
の
転
換
、
社
会
課
題
解

決
の
た
め
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提

供
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
等
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

③
イ
ン
ド
太
平
洋
の

　
　

地
域
環
境
と
課
題

　

イ
ン
ド
太
平
洋
を
中
長
期
的
に
み

る
と
、
中
国
・
A
S
E
A
N
に
加

え
、
南
西
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
新

興
国
が
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
期
待
で
き
る
。
政
府

は
政
策
支
援
ツ
ー
ル
や
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
通
じ
て
新
興
国
市
場
の
開
拓

を
支
援
し
、
イ
ン
ド
太
平
洋
の
連
結

性
強
化
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ
海
外
展

開
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
。

　

商
社
は
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

市
場
開
拓
戦
略
を
再
構
築
し
、
日
米

豪
印
、
日
豪
印
、
イ
ン
ド
・
ア
フ
リ

カ
、
日
中
等
の
枠
組
み
を
活
用
し
た

第
三
国
市
場
協
力
を
官
民
連
携
に
よ

っ
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ

う
し
た
新
興
国
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
に

あ
た
っ
て
は
、
地
域
統
括
拠
点
や
人

員
配
置
の
見
直
し
を
機
動
的
に
行
う

必
要
が
あ
る
。

　

現
在
の
商
社
の

　

取
り
組
み

　

商
社
は
現
在
、
東
南
ア
ジ
ア
、
南

西
ア
ジ
ア
を
含
む
イ
ン
ド
太
平
洋
地

域
に
お
い
て
、
電
力
、
港
湾
、
鉄

道
、
都
市
開
発
、
工
業
団
地
、
製
造

業
（
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
、
人
材
育

成
）、
農
業
・
食
品
な
ど
幅
広
い
分

野
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い

る
。

　

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
取
り
ま

と
め
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ

ー
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平

洋
(
F
O
I
P
)
の
実
現
に
向
け
た

商
社
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
で
は
、
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
た
商

社
9
社
の
こ
の
地
域
に
お
け
る
取
り

組
み
の
具
体
的
事
例
を
掲
載
し
て
い

る
。（
詳
細
は
日
本
貿
易
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
）

Ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
の
実
現
に
向
け
て

　

自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋

の
実
現
に
向
け
て
今
後
商
社
が
さ
ら

な
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
発
揮
し
て
地

域
と
と
も
に
成
長
し
て
い
く
た
め

に
、
以
下
３
点
を
提
言
す
る
。

　

１
．
政
策

　

貿
易
・
投
資
、
国
際
標
準
、
金

融
、
環
境
等
に
関
す
る
域
内
共
通

ル
ー
ル
の
構
築
と
理
解
の
促
進
、

F
O
I
P
案
件
に
対
す
る
政
策
的
支

援
の
継
続
と
充
実
、
安
全
保
障
貿

易
管
理
に
関
す
る
指
針
・
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
制
定
に
よ
る
取
り
扱
い
の
明
確

化
、
政
府
・
産
業
界
・
市
民
レ
ベ
ル

で
の
人
的
理
解
の
深
化
な
ど
、
幅
広

い
取
り
組
み
を
期
待
す
る
。

　

２
．
地
域

　

A
S
E
A
N
中
心
性
へ
の
理
解
と

信
頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の

存
在
感
の
向
上
、
南
西
ア
ジ
ア
・
中

東
・
ア
フ
リ
カ
南
東
部
の
国
・
地
域

と
の
関
係
強
化
、
メ
コ
ン
東
西
・
南

部
経
済
回
廊
、
イ
ン
ド
北
東
州
・
ベ

ン
ガ
ル
湾
産
業
成
長
地
帯
で
の
連
結

性
強
化
（
複
合
的
物
流
、
制
度
・
デ

ジ
タ
ル
連
結
性
強
化
）
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

３
．
協
働

　

官
民
に
よ
る
二
国
間
協
議
会
・
委

員
会
で
の
F
O
I
P
を
意
識
し
た
活

動
強
化
、
産
官
学
協
力
の
た
め
の
組

織
・
施
設
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
構
築
、

日
本
主
導
の
F
O
I
P
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
官
民
共
同
で
の
立
ち
上
げ
（
資
金

ス
キ
ー
ム
や
フ
ァ
ク
ト
シ
ー
ト
の
公

開
）な
ど
の
取
り
組
み
を
期
待
す
る
。

ともに築こう、サステナブルな世界を 日本貿易会
LEAPING AHEAD INTO A SUSTAINABLE WORLD

https://www.jftc.or.jp

　世界は再び新たな挑戦の時期を迎えており、国内外を問わず、情勢の変
化に柔軟に対応した新たな試みが無数に生まれ、あらゆる可能性が模索さ
れています。
　商社業界は歴史的にこうした新たな試み、さまざまな可能性を「つなぐ」
役割を果たしてきました。そして、日本貿易会が掲げる「ともに築こう、サス
テナブルな世界を」は、健全な企業活動を通じてすべての人が豊かさを感
じられる社会を構築し、その持続可能性を高めることを目指すものです。
　当会は、引き続き、国内外のルールに常に目を配りその順守を最優先事
項と置いた上で、自由で公正な貿易・投資環境の維持・発展やビジネス環境
の整備・改善に向けて、政策提言等の活動を推進していきます。


